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原著	 
 
 
I.  はじめにa 
	 近年，教育政策において新たな時代に対応するた
め学力観や能力観が重視されるようになっている。
たとえば，OECD は，知識基盤社会を生きる子どもに
必要な能力として，キー・コンピテンシー[1]という学
力観を提示している。 
	 このような新たな学力観に関する議論は，幼児教
育にとっても無縁なものではない。幼児期の教育は，
知識基盤社会における生涯学習の基礎を築くものと
して重要視されるようになっている（OECD 2001）。
このことを受けて，先進諸国では，学びや知的教育
を中心的テーマとする就学前教育改革が進行してい
るという（泉 2008）。 
	 本稿で取り上げるドイツも，そのような改革が行
なわれている国の一つである。近年のドイツでは，
学力向上策の一環として就学前教育の改善が求めら
れている。その中で，特に重視されていることの一
つが幼児期からの言語教育である。後述するように，
この背景には，移民をはじめとする社会的困難を抱
える子どもの学力問題があり，そのような子どもた
ちのリテラシー教育が喫緊の課題となっているので
ある（ノイマン 2008）。 
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 このような課題は，幼児教育に何をもたらすのだ
ろうか。従来，ドイツの幼児教育では，学問的な知 
識・技能の獲得よりも，生活を通した社会的情緒的
発達に重点が置かれてきた。そのため，知的教育や
リテラシー教育という課題を前にして，大きな転換
を余儀なくされている。このような状況は，国によ
る背景の違いはあるものの，幼児期の知的教育や学
びの在り方が問われている我が国にも共通する問題
を孕むものといえるだろう。 
	 本稿では，知的教育やリテラシー教育をめぐって
ドイツの幼児教育ではどのような対応がなされてい
るのかを明らかにするために，就学前教育カリキュ
ラムの改革動向に着目する。その際，改革の中で主
眼とされている言語教育にかかわる部分を中心とし
た検討を行う。 
	 以下では，2000 年代以降のドイツの就学前教育カ
リキュラム改革の概要を整理した上で（Ⅱ），ノルト
ライン・ヴェストファーレン州の教育計画を取り上
げ，就学前教育カリキュラムにおける言語教育の位
置づけについて検討する（Ⅲ）。 
II.  ドイツにおける就学前教育カリキュラム
改革の概要  
	 ここでは，2000 年代以降から現在に至るまで行な
われている就学前教育カリキュラムの改革動向を概
観する。 
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１ .	 背景－学力向上策としての就学前教育  
の改善  
ドイツでは，1990 年代後半以降，TIMSS（第 3 回
国際数学・理科教育動向調査）や OECD-PISA（生徒
の学習到達度調査）などの国際学力調査の結果の不
振を受けて，学力水準向上のための教育改革の必要
性が認識された（坂野 2004; 小玉 2008）。それに対
応して，教育政策に関するいくつかの提言が出され
たが，それらの中で特に重点が置かれていたのが，
就学前教育の改善に関する事項であった。具体的に
は，「教育フォーラム（Forum Bildung）」によるもの
と KMK（常設各州文部大臣会議）によるものが挙げ
られる[2]。これらの提言において重要視されているの
は，就学前教育内容の公式化，幼児期の言語育成支
援，基礎学校との接続強化である。小玉は，このよ
うな提言内容を「従来社会・福祉系列に位置づけら
れてきた就学前教育・保育の学校化，あるいは，幼
児教育における知的教育の重点化」として特徴づけ
ている（小玉 2008）。しかしその背景要因として，
親の出身階層や出身国の差異が学力に影響を及ぼし
ていることが指摘されており，さまざまな家庭背景
の違いを補償するために知的教育への指向性が強め
られているのではないかとの分析がなされている
（小玉 2008）。 
２．国家的カリキュラム・ガイドラインの策定	 
	 連邦制を採っているドイツは，教育政策の権限が
各州に委ねられているため，近年に至るまで国家的
なカリキュラム・ガイドラインを持たない国であっ
た（Oberhuemer 2005）。そのため，カリキュラムに関
しては，各保育施設や保育者にかなりの自由裁量が
認められていた。しかし，上述のように PISA の結果
から，ドイツの教育システムが社会的な背景の違い
に対応していないことが明らかとなった。このこと
から，いわゆる PISA ショック[3]の後の就学前教育改
革においては，幼児期の教育的課題についての国家
による枠組みの提示が行なわれ，より強力な規制が
目指されている（ノイマン 2009）。その枠組みとは，
2004 年に各州文部大臣会議と青少年大臣会議によっ
て共同議決された「保育施設における幼児期の教育
（Bildung）[4]のための各州共通の枠組み」（JMK/KMK 
2004; 以下，「共通の枠組み」）[5]である。 
「共通の枠組み」は，保育施設を「固有のプロフィ
ールを持った教育施設」であることを強調し，公教
育システムの不可欠な一部分であるとしている。そ
の上で，幼児期の学びとしてふさわしいのは，教科
や学問的な原理に基づく学習ではなく，プロジェク
ト活動を通した日常生活的な学びであるとしている。
具体的な教育課題としては，学び方の学習の促進（学
習方法のコンピテンシー），施設の生活に関する決定
への発達に応じた子どもの参加，知的教育，ジェン
ダーを意識した教育活動，発達のリスクを有する子
どもや（重度の）障がいを持つ子どもへの特別支援，
特別な才能を持つ子どもへの促進，が挙げられてい
る。教育領域としては，①言語・文字・コミュニケ
ーション，②個人的・社会的発達，倫理・宗教教育，
③数学・自然科学・（情報）技術，④音楽教育・メデ
ィアとのかかわり，⑤身体運動・健康，⑥自然と文
化的環境，の６つが挙げられている。また，保育者
の役割は，子どもの主体性の尊重，インフォーマル
で探索的な遊びを中心とする子どもの学びに大人が
寄り添ったりこれをリードしたりすること，子ども
の探究心を喚起し支えることなどが挙げられている。
これらに加えて「初歩領域（保育施設）」から「基礎
領域（基礎学校）」への移行の最善化に関する項目も
設けられている。 
このように，「共通の枠組み」では，保育施設にお
ける教育を，遊びやプロジェクト学習を通した主体
的な子どもの学びに大人が寄り添い，これを支える
こととして構想していることがわかる。その中で，
言語をはじめとするさまざまな教育領域における学
びを促進することが目指されている。 
３．カリキュラムの理論的基礎をめぐる議論	 
	 以上のように，国家的なカリキュラム・ガイドラ
インの策定を受けて，州レベルでも独自の教育計画
が作成されている。このような状況の中で，ドイツ
の専門家の間では，カリキュラムの理論的基礎をめ
ぐる対立的な議論が展開されている[6]。その議論は，
幼児期の子どもの Bildung（ビルドゥング）理解につ
いて，子どもの自己形成（内面的な世界構築）プロ
セスを重視するのか，共同構成とコンピテンシーの
発達を重視するのかをめぐるものとなっている。こ
れら２つの Bildung 理解は，州レベルでの教育計画に
おける理論的基礎として用いられている。自己形成
としての Bildung 理解は，ノルトライン・ヴェストフ
ァーレン州（以下，NRW 州と表記）の教育計画にお
いて，共同構成／コンピテンシー発達としての
Bildung 理解はバイエルン州の教育計画においてそれ
ぞれ具体化されている（Diskowski 2004）。 
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 本稿では，これらのうち自己形成としての Bildung
理解が具体化されている NRW 州の教育計画を検討
の対象とする。 
Ⅲ．ドイツの就学前教育カリキュラムにおけ
る言語教育の位置づけ  
	 ここでは，ドイツの就学前教育カリキュラムにお
ける言語教育の位置づけについて検討するために，
「共通の枠組み」における言語教育における課題認
識および NRW 州の教育計画における教育領域「言語
とコミュニケーション」の内容を整理する。 
１ .	 重点課題としての言語教育  
	 先に示した通り，PISA ショック以降の教育政策に
おいて，幼児期の言語教育，特に移民的背景を持つ
子どもの言語育成が重要視されている。このことは，
「共通の枠組み」においても同様であり，「家庭や保
育施設における言語発達と言語育成は，学校におけ
る機会の公正さに対して中心的な意義を持っている。
それゆえに言語育成は，保育施設と小学校の基本方
針でなければならない」（JMK/KMK 2004）[7]ことが
示されている。 
	 これまで，ドイツの幼児教育では，子どもの生活
を中心とした「状況的アプローチ」と呼ばれる教育
方法が深く浸透してきた。状況的アプローチにおい
ては，生活を通したホリスティックな発達が目指さ
れてきたわけであるが，移民をはじめとする社会的
困難を抱える子どものリテラシー獲得という問題を
前にして，そのようなアプローチの限界性が指摘さ
れるようになっている。ノイマン（2009）は，リテ
ラシーが学校の成績や子どもたちの教育歴全体に対
する決定的基盤となることは明白であるとした上で，
ドイツの教育システムにおけるリテラシー獲得に関
する教育機会の不均等の存在を指摘している。その
上で，状況的アプローチがリテラシー教育にとって
は十分なものではなく，「あらゆる子どもの第一言語
の習得と外国語の習得ならびに文字の習得を目指し
た構想」が求められると述べている。 
	 「共通の枠組み」では，先述のとおり，第１の教
育領域として「言語・文字・コミュニケーション」
が挙げられている。その内容は，以下のようなもの
となっている。「言語教育の目標は，子どもが自らの
思考を意味のある多様なものとして表現することで
ある。言語育成は，子どもにとって意味のある個人
的な関係やコミュニケーション，行動の中に埋め込
まれている。言語教育の中心的構成要素は，本，語
り，リテラシーをめぐる子ども期の経験である」
（JMK/KMK 2004）。 
	 このように，社会的困難を抱える子どものリテラ
シー獲得という課題に対して，「共通の枠組み」では
子どもの生活経験を中心とした言語教育が構想され
ていることが読み取れる。「共通の枠組み」では，幼
児期の言語教育の在り方についての大枠が示されて
いるのみであるが，その構想が州レベルの教育計画
においてどのように具体化されているのかについて
次節で検討する。 
２ .	 NRW 州教育計画における教育領域「言語と
コミュニケーション」  
１）教育計画の概要 
	 NRW 州では，2003 年から保育施設を対象とする教
育計画（『Bildung 協定 NRW』）が施行されていたが，
2010 年からはその更なる発展である新たな教育計画
（Ministerium für Schule und Weiterbildung des Landes 
Nordrhein-Westfalen/ Ministerium für Generation, 
Familie, Frauen und Integration des Landes Nordrhein-	 
Westfalen 2010）が施行されている。 
	 この教育計画では，異なるシステムを有する就学
前教育領域と初等教育領域を結ぶことを目的として，
両領域におけるBildung促進のための共通した原理を
持つこと，共通した子ども像および幼年期の子ども
のBildungプロセスについての共通理解を前提として，
幼年期の子どもの連続した育成プロセスが構想され
ている（Fabian, et al. 2012）。そのため，0 から 10 歳
の子どもが対象となっている。 
	 また，教育原理と目標については，「子どもを中心
点に置く」ことが掲げられており，以下のような子
ども像，Bildung 理解，Bildung 可能性が想定されてい
る。 
①子ども像 
	 ここでの子ども像は，有能な子ども像であり，子
どもは自らの発達の立役者として捉えられている。
また，フンボルト(Wilhelm von Humboldt, 1767-1835)
の言う「世界の習得（Aneignung von Welt）」を行なう
能動的な存在として子どもが位置づけられている。 
②Bildung 理解 
	 ここでのBildungは，子どもの自己形成，すなわち，
子どもは自分を取り巻く世界を解明し，そこに主観
的な意味を付与することによって，自ら世界像を構
築するものと考えられている。また，それと同時に
Bildung が社会的なプロセスであることも明示されて
いる。 
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③Bildung 可能性（Bildungsmöglichkeiten） 
Bildung 可能性は，幼児期のインフォーマルな学び
を学校でのフォーマルな学びにつなげるための原理
であるとされる。Bildung 可能性は，幼児期の子ども
の日常的な状況（散歩，食事等）や物（ラジオ，タ
イプライター等），子どもの説明や分析，討論の中に
潜んでいるものであり，保育者は Bildung 可能性を見
出し，環境構成やはたらきかけに役立てるべきであ
るとされている。 
	 Bildung 計画の枠組みとしては，３つの基礎コンピ
テンシー（自己コンピテンシー，社会的コンピテン
シー，事物・方法コンピテンシー）と 10 の教育領域
（運動，身体・健康・栄養，言語とコミュニケーシ
ョン，社会的・文化的・異文化相互的 Bildung，芸術
的・美的 Bildung，宗教と倫理，数学的 Bildung，自然
科学的・工学的 Bildung，生態学的 Bildung，メディア）
が設定されている。また，それぞれの教育領域は，「基
本原理」，「Bildung 可能性」，「Bildung 可能性を支え，
形成するための問いかけ」，「マテリアル・思考を突
き動かすものとしての環境」という項目によって構
成されている。この「基本原理」は，就学前教育領
域においては Bildung 可能性として明示化され，初等
教育領域においては学校カリキュラム（lehrplan）に
おいて公式化されている。 
２）教育領域「言語とコミュニケーション」 
	 教育領域「言語とコミュニケーション」において
は，生涯に渡って続く言語発達プロセスの起点であ
る幼児期の言語発達を支えるための原理・方法が示
されている。子どもが信頼できる環境の中で，さま
ざまなコミュニケーションを通じて対話能力を発達
させたり，文字を習得したりすることによって，次
第に言語は自らの思考のプロセスを組み立てるもの
として認識されていくことが基本原理として示され
ている。 
	 このような基本原理のもと，子どもの「Bildung 可
能性」としては以下のようなことが示されている。 
・話し合いの中で伝えること，自分の感情，意見，
思っていること，経験などを表現すること。 
・能動的に聞くこと，そして非言語的な表現形式（身
体言語，表情，ジェスチャーなど）を発達させる
こと。 
・対話のルールを知り，使うこと（他者の顔を見な
がら話を聞く，発言をやめる，テーマに沿って話
すなど）。 
・本への興味と物語ることの喜びを発展すること 
・情報とコミュニケーションのメディアとして文字
を知ること。 
・語彙を増やし，新しい概念を適切に使うこと。 
・出身言語を話すこと等。 
	 また，「Bildung 可能性を支え，形成するための問い
かけ」という形で，保育者の働きかけに関する事項
が示されている。その内容は以下の通りである。 
・子どもたちは話し合いの中で自分の意見を表明す
る機会を十分に得ているか。 
・子どもたちとの対話やコミュニケーションの文化
を育てているか。 
・お話をしたり物語を読むときに，子どもの興味や
経験が取り上げられているか。男の子と女の子特
有の本やテキストが利用可能になっているか。 
・子どもたちは本，新聞，E メールなどのような活字
メディアが利用できるようになっているか。日常
生活やプロジェクトの中で，情報源やコミュニケ
ーションの手段として話す機能が使われているか。 
・問いかけや情報，助言などの説明の言葉によって
子どもの活動－道具の使用，片付け，食事等―を
支援しているか。 
・争いを自主的な言葉で解決するように子どもたち
は支援され励まされているか。 
・子どもたちの語彙を増やし，それらを区別して使
用するための機会をどのように提供しているか。 
・おとなしい子どもをどのようにして能動的に議論
に参加できるようにするか等。 
	 この他に，「マテリアル・思考を突き動かすものと
しての環境」として，語りややりとりのきっかけと
なるような出来事と経験，図書館や郵便局での社会
見学，さまざまな本，図書館の利用，なぞなぞ・こ
とば遊び・童謡・手遊び，動物の鳴き声を聞いてま
ねること，黒板とチョーク・アルファベット・数・
本・古いタイプライター・パソコンとそれに対応す
るソフトウェアなどの部屋の設備，歌遊び，劇遊び・
物語からの即興遊び，パントマイム，子どもの経験
を書き取った日記，様々な文字とシンボル（楔形文
字，象形文字，アラビア語，中国語，日本語，キリ
ル文字），子どもたちの母国語を取り上げる，子ども
たちが関心を持つ話題について新聞を読むこと，等
が挙げられている。 
	 	 
	 このように，NRW 州の教育計画では，子ども自身
が持つ「Bildung 可能性」，その Bildung 可能性を保育
者が見出し育てていくための「Bildung 可能性を支え，
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形成するための問いかけ」，子どもの言語発達を豊か
なものとするための「マテリアル・思考を突き動か
すものとしての環境」という３つの観点からその基
本原理が具体化されている。日本の幼稚園教育要領
における領域「言葉」の内容と比較すると，内容が
詳細に提示されており，またさまざまな言語経験に
関する要素が織り込まれている。このことは，移民
をはじめとする社会的困難を抱える子どものリテラ
シー獲得という課題に対して，単なる詰め込み教育
とは異なる形でいかにして対応するかという努力を
見て取ることができるのではないだろうか。 
III.  おわりに  
	 以上に見てきたように，ドイツの就学前教育カリ
キュラム改革では，学力問題への対応として幼児期
の言語教育が主眼とされていること，移民をはじめ
とする社会的困難を抱える子どものリテラシー獲得
が課題となっていること，国家的カリキュラム・ガ
イドラインや NRW 州の教育計画においては子ども
の多様な言語経験を軸とする言語教育が目指されて
いることが明らかとなった。 
	 これまで，ドイツの幼児教育では，国家によるカ
リキュラム枠組みによる規制を受けることなく，生
活に軸を置いた柔軟な教育が展開されてきた。筆者
が NRW 州の保育施設を訪問した際には，このような
新たなカリキュラムは，必ずしも肯定的に受け止め
られていたわけではなく，保育者からは戸惑いの声
が聞かれた（中西 2014）。カリキュラムを見ただけ
で，ドイツの幼児教育の実情を知ることはできない
が，学力問題を契機として，これまでの教育方法が
教育の機会均等という点においては不十分であった
ことが認識され，リテラシー教育や知的教育を含み
こんだ新たな幼児教育の在り方が構想されようとし
ている点は，注目に値するのではないだろうか。 
	 ドイツの幼児教育が直面しているこのような課題
は，わが国には無縁なものだろうか。移民問題を背
景とする学力問題が幼児教育にまで波及したことは
ドイツ固有の問題であるのかもしれない。しかし，
近年我が国でも議論されている新たな学力観に基づ
く生涯学習という構想が，幼児教育に本質的な変化
を迫るものになるのだとすれば，わが国においても
新たな課題を見据えた幼児教育の再構想化が求めら
れることになるだろう。そのように考えれば，ドイ
ツにおける議論や取り組みは，どのような視点から
新たな課題にどのように幼児教育が対応するのかと
いう問いに対する一つ応答として見ることができる。 
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Abstract: In this paper, we organized and studied reform trends for pre-school education curriculum that are 
centered on language education to clarify how intellectual education and literacy education are dealt with in 
German early childhood education. The results revealed that, in Germany, literacy education has become a 
major issue for children facing social difficulties, including immigrants. In order for the curriculum to foster 
language in children through everyday life, the educational challenges were made explicit. 
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